
こ う ち 男 匩 共 同 参 画 プ ラ ン の 改 定 に つ い て

１
【
意
識
を
変
え
る
】

（１）男のਔをइる
１．ਔと会制২・ຯষのৄઉし
２．メॹॕアにおける男共参画の推進
３．国際規範の尊重と、国際交を通じた男共

参画への৶ੰのയ進
（２）औまकまな場でのਔをइる

１．家庭での男共参画の推進
２．学लの場での男共参画ઇ育の推進
３．職場でのਔཟ
地域でのਔཟ．ڰ

２

【
場
を
広
げ
る

（１）ੁ・方ଉ決定過ஙへの性の参画の拡大
１．ষへの性の参画のയ進
２．੮体・ੌ௶への性の参画のയ進

（２）働く場を広げる
１．職場における男の等な雇用ਃ会とୄ遇のન৳
２．ચৡ৫と就業の支援
３．農ਓ業・ૹੵ業等、自営業における男共

参画の推進
（３）地域・防಼分野における男共参画の推進

１．地域活における男共参画の推進

１．県ড়匒厱調査結果（H25ফ২実施）
・性が職業をणことにणいて､｢子どもができても、ずっと職業を続ける方がよい｣との回答が

過半数を占める一方､｢性にとって、高ੴ県は働きやすい県だとઓうか｣との問いには過半数が
否定的な回答。 ・・④、⑤

２．県ড়勪調査結果（H26ফ২実施／速報からの抜粋）
○男匩匊等にঢ়する勪について

6分野で｢平等｣と回答した割合が増加しているものの､2分野では｢男性優遇｣の回答割合が増加
⇒男匩匊等にঢ়する勪改は厝分に進॒でいない ・・①

○男匩の叓厎分叕の৶୳と現実について
⇒家事・育児の分叕について৶୳と現実に࿒たりみられる ・・②

○匩性の働き方の৶୳と現実についてなど ※新設
出ਓ等をਃに働き方をइることが৶୳という回答が৸体の৺半数を占めている
⇒ﾗｲﾌｽﾃｰｼﾞや希望に応じて柔軟な働き方が選択できる環境が求められている ・・③

○৶୳的な匩性の働き方実現に必要なこととして最も多い回答

現プラン(H23عH27) 概要

○男共参画ੑ画ੁ定੨の割合
○県職員の男共参画ଢ଼ఊ参加所ര数目標値

新プラン(H28عH32)方向性案
◆ 体系 ◎ 現プランの進捗状況

◎ 調査の結果

＜匼本的な認＞
・男匩が൩いにその人勻を๑重し、൩いに支

え合い、責任も分かち合い、性別にかかわ
りなく、その性と印ৡを厝分にมする
ことができる男匩共同参画ভの実現に向
けて勘友の取組を進める

・その取組は、人口減少・少子高齢化が進む
本県においては、県勢浮揚に向け、今後ま
すます重要

＜テーマについて＞
・現プランの取組については、一定の成果が

認められる。一方、目標値等において進捗
が厝分でないものもँり、男匩共同参画の
取組はまだ道半ばの状況

・３つのテーマ｢勪を厭える｣､｢場を広げる｣､
｢環境を整える｣については、新プランでも
引き続きテーマとして設定

＜体系、重点課題、目標値について＞
・勪調査の結果や新たな取組の成果と課題

を踏まえ、体系､重点課題､目標値のৄ卟し
を検討

（現時点における検証）

(ﾃｰﾏ) (取組) １．目標値
・13項目中12項目において現プランੁ定時から進捗がৄらोる(うち1項目は目標達成)。
・｢次世代育成支援認証企業数｣や｢放課後児童クラブや放課後子どもઇの実施校૨(小学校)など大

幅に進んでいるものがある一方、｢੨における男共参画ੑ画ੁ定૨｣｢県の審議会等の委員
男ଡ成ૻ｣など進捗が十分でない。

２．モニタリング指標
・42項目中30項目において現プランੁ定時から進捗がৄらोる。
・性防੮員数や男性県職員の育児೬業੭૨などା実に進んでいるものもあるが、いずोも小幅

な範囲の進捗にとどまっている。
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1 ਔと会制২・ຯষのৄઉし
2 防಼分野での男共参画の拡大
3 地域における男共参画の推進
4 高齢者が安心して暮らせる環境の整備

げ
る
】

１．地域活における男共参画の推進
２．防಼分野での男共参画の拡大

３

【
環
境
を
整
え
る
】

（１）仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）
１．雇用の場における子育て、介護環境の整備
２．家庭や地域における子育て、介護環境の整備
３．性も男性も地域活に参画しやすい環境तくり

（２）高齢者等が安心して暮らせる環境の整備
１．高齢者等が安心して暮らせる環境の整備
２．།などऔまकまな生活のにઉએする男

への支援
（３）生涯を通じたからだとこころの健康支援

１．自己決定の尊重
２．生涯を通じた健康支援

性に対するあらॅるചৡのஉബ（ڰ）

○৶୳的な匩性の働き方実現に必要なこととして最も多い回答
家族や地域では「男性が家事・育児・介護などに参加すること」
企業等職場では｢仕事と家൦生卹の厥য়に職場の৶卆が千られること｣
ষのੌでは「保育サービスが充実すること」
⇒匩性が働くための環境整備が求められている ・・②、③、④、⑤

○DV／セクハラについて
⇒DVやセクハラに対する勪は高まढている ・・※

○男匩共同参画にঢ়する匟୴の認半২について
男共参画会実現の੦本となる｢ﾜｰｸ･ﾗｲﾌ･ﾊﾞﾗﾝｽ｣のઅइ方が十分認औोてない
⇒男匩共同参画にঢ়する勪のᅿ成は厝分に進॒でいない ・・①、②、⑤

○県の審議会等の委員ଡ成男ૻ
○家族経営協定締結農家数 ○農੨性リーॲー認定数目標値

○次世代育成支援企業認証数
○児৳育、延শ৳育、೬৳育、୰児・୰後児৳育

一時預かり事業実施か所数
○放課後児童クラブ等実施校数(小学校)
○子育て応援の店協賛事業所数

目標値

◆ 重点課題

【参考】： 全国的な背景（国の動き）
１．人口減少問題への対応（地方創生）

・లਟにॎたって活ৡある本会をするため｢地方創生」がクローズアップ
・まち･ऱと･しओと創生法に੦तく合ਅറに｢地域における性の活ඩ推進｣の記載

２．第4次男匩共同参画匼本計画（H2832ع)策定のコンセプト
・｢2020ফ30%｣の目標ফまでのڱカফੑ画としてऔらに౷ाんだӒӣӀﾞӇҬﾌﾞҵｸӀҲﾝ実ষ
・男性にとっての男共参画をੑ画৸体にॎたる૯的ଳ点にਜ਼઼હけ など

３．匩性の卹ඩ進を目的とした新たな১案勧定の動き
・｢性の職業生活における活ඩの推進にঢ়する法案｣がH26.10国会提出(廃案)

匩性に対するചৡにঢ়する১の改匁．ڰ
・ストーカー規制法(H25.10施ষ)→規制対象ষನの୯加､婦人相談所等による支援の明記等
・DV防止法(H26.1施ষ)→生活の本拠を共にする交際相手まで適用対象拡大等

を検討

◎検討の際の視点(より充実すべき取組)

①男匩共同参画のঋースとなる男匩匊等
にঢ়する勪ཟの取組

② 男性にとढての男匩共同参画の取組
(家事ҩ育児ҩ介護への参加の勪ཟ等)

③ 希望する匩性への就ௌ支援
（再就職支援・継続就業支援）

④ 企業等職場への働きかけ
(匩性登用യ進、ӠｰҼҩﾗｲﾌҩӎﾞﾗӡｽ）

⑤ 子育てしながら働き続けられる環境の
整備

※第３次DV被害者支援計画策定において
本格的に検討(H28ع)

＜スケジュール＞
議題（予定）

H27
第１回

骨子(体系、重点課題、
目標値等）の検討

第２回 素案の検討

ー パブリックコメント

第３回 案の検討

◎ 新たな取組(匩性の卹ඩの場のఁপ)の成果と課題
１．希望する匩性の就ௌ支援

｢高ੴ家の性しओと応援｣において延べ365件の相談、33件の就職(H27.1.31現在)
⇒勪ඟのँる匩性を就業やକ業に結ल厏けるマッॳング務印のऔらなる充実 ・・③

２．登用(印ৡを厝分มするための)支援
ড়による性の活ඩを推進するきなど経営者ಽ等対象のਔཟに一定の手ओたइ
⇒経済団体などとのタイアップによる参加者確保の仕組みづくり ・・④
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